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～森林を活かすしくみ～ 森林環境税・森林環境譲与税

林野庁ホームページにおいても、全国の取組事例集を公開していま
す。国民の皆様に税の効果や必要性を広く実感していただけるよう、

林野庁としても、引き続き、各地域での効
果的な活用の促進のための支援に取り組ん
でいきます。

 令和元年度に、市町村による森林整備等の新たな財源として、「森
林環境譲与税」の譲与がスタートし、令和６年度からはその財源となる
「森林環境税」の課税が始まります。

間伐等の整備で、
明るい森林へ

継続的な森林管理の、
担い手づくり

地域の木材利用等で、
森林を身近なものに

森林の整備 人材の育成 木材の利用や普及啓発

森林環境譲与税を活用した取組については、全国の市町村で様々な
工夫のもと行われており、そうした活用事例や特集について、下記の
図書や情報誌等で紹介されています。

○林業改良普及双書 No.196（全国林業改良普及協会）
森林環境譲与税市町村の活用戦略 ほか

○現代林業 2024年5月号（全国林業改良普及協会）
特集：市町村の森林環境譲与税活用戦略①森林整備 ほか

○情報誌「林野」令和5年12月号（林野庁）
特集：森林を活かすしくみ 森林環境税・森林環境譲与税 ほか

【森林環境譲与税を活用した取組の例】

本の森にでかけよう～図書館へようこそ～
消費者の部屋展示（4月8日～19日）

図書資料館の所蔵図書や、林野庁が作成した森林・
林業・木材産業の漫画やイラストを中心としたパネル
の展示、冊子と缶バッジの配布を行いました。缶バッ
ジは「かわいい！」ととても好評でした。
延べ772人の方にお越しいただきました。

4月9日と
12日には修学
旅行生の訪問
（北海道、岩
手県の2校）
がありました。

樹木そして森林・
林業について、少し
でも関心を持ってい
ただけるきっかけに
なれば良いなと思い
ます。

4・5月は「山と森林の魅力」が
テーマ。
図書館では「新・リン子の絵日記

１」に登場するフジのパネルや、
山・森林の魅力を感じていただける
図書資料を展示中です。
ぜひお立ち寄りください。

新緑が目に眩しい季節です。図書館で関連図書をご覧
になり、山や森林の新たな一面を発見し、登山やハイキ
ングに出かけてみませんか？

本の世界で「行ってるつもりハイキング」も楽しいも
のですよ♪

【展示期間】5月31日（金）まで

企画展示コーナー

農林水産省・林野庁図書館

※開館時間・休館日等については農林水産省図書館ホー
ムページをご確認ください。

https://www.maff.go.jp/j/library/portal/info.html
https://www.maff.go.jp/j/library/portal/info.html
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林野図書資料館は、林野行政・施策部門における専門図書館として、歴史的に貴重な明治・大正期の森林・林業・
木材産業に関する資料から森林環境教育等にご活用いただけそうな図鑑や絵本等まで幅広く図書を備え、皆様のご
利用をお待ちしております。新着図書や注目図書の一部をご紹介します。

社会基盤と生態系保全の基礎と手法

出版社：朝倉書店（２０2２年４月）

巨樹・巨木図鑑 一度は訪れたい、全国の大樹たち

ある日、森の中でクマさんのウンコに出会ったら
自然アクセス 「みんなの自然」をめぐる旅

代表：03-3502-8111（内線6060） 直通：03-3501-0964

連絡先：林野庁企画課林野図書資料館（国立国会図書館支部林野庁図書館）

HP：https://www.rinya.maff.go.jp/j/tosyo/index.html

編 著：
出版社：日本評論社（2023年10月）

水と植物の地球環境 環境破壊による気象災害 

森林・林業まんが・イラストをご活用ください！

新着図書・注目図書のご案内

こどもたちに森や林業のことを伝える教材として。
さまざまなイベントでの展示やパンフレットとして。
オフィスで、お店で、木材利用をお考えのみなさまへ。

森林や林業に興味を持っていただくきっかけづくりのひとつとして
どなたも自由にご利用いただけるコンテンツをご用意しております。

ぜひ、森林・林業まんがやイラストをご活用ください。
データを希望される方は、お気軽にお問い合わせください。

林野庁図書館の林業漫画・イラストはこちら 森林業循環活用図(作：林野庁職員 平田美紗子)

かんたん？花粉症の治し方 ヒトをとりまく環境と病態

編 著：
出版社：クリニコ出版（20２３年１２月）

三俣 学

欧州6カ国とアメリカ、日本における
人々の森との関わり方をルポ形式で紹
介しつつ、一定の条件のもと自然環境
を享受する権利＝万人権を軸に、遠く
なった自然を取り戻し、自然とのあるべ
き関係を問い直す思索の旅。

編集幹事：皆川朋子

土木の視点からとらえた生態学の教
科書。生態系の保全と人間社会の
活動がどのように関わるのか、豊富
な保全・復元事例をもとに解説する。
〔内容〕国土開発の歴史／ハビタッ
ト／法制度／里地里山／河川／海
岸堤防／BARCIデザイン／他。

体を張った研究の果てに見えてき
た、森林におけるクマの役割と自然
の神秘とは？ ２５年間にわたってウ
ンコを拾い続け、ツキノワグマの生
態を明らかにしてきたクマ博士・小
池伸介が、数奇な研究人生とクマ
の本当の姿を語る。

著 者：小池 伸介
出版社：辰巳出版（２０２３年７月）

著 者：保坂 貞治
出版社：２２世紀アート（２０２３年１２月）

生命にとってなくてはならない緑色植物を中
心とした生態系と水、いまこれら緑の地球環
境に異変が起きている。豊かであったかつて
の森と草原は減少して砂漠が広がり、地球温
暖化とそれに伴う気象災害が多発している。
生命の誕生から植物の生態、人間活動がも
たらす水や大気の汚染、豪雨災害のメカニズ
ムと防災など、喫緊の課題を理解し行動する
ために必要な地球環境の基礎知識を分かり
やすく解説。

2023年5月に「政府の花粉症対策3
本柱」が発表された。 3本柱とは、①
発症等対策、②発生源対策、③飛散対
策である。

花粉症の疫学から臨床の最前線まで、
社会背景も交えて、イラストとわかりや
すい大きな文字でやさしく導く。

篠原健司

樹齢3000年といわれる杉や楠、
2000年もの昔から変わらず花を咲か
せる桜の木など、木の文化を築いてき
た日本には、見ておきたい巨木がたくさ
んあります。
巨木の魅力に取り憑かれて20年余、著
者が撮影した写真からは、途方もない
年月を生き抜いてきた巨木たちが放つ
パワーも伝わってきます。

著 者：小山 洋二
出版社：日本文芸社

https://www.rinya.maff.go.jp/j/tosyo/manga.html
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